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化石ナミガイにみられる殼体の形成異常の分類

柴田松太郎掌

b) I-bに対応する異常……A型, B型

c) I-bに対応する異常ではな<,局部的にみと

められる異常……C型, D型, E型, F型および

G型

つぎに, A型からH型までの各型の特徴についての

くる。

A型：貝殻外表面の一部にみとめられる陥没痕。これ

をさらに細分して，

A1型：陥没痕の上限および下限が生長線で限られ

ているもの。

A2型：陥没痕が生長線を斜めによぎって溝状を示

すもの。

A3型：殼表の一部が，比較的とがった障害物の先端

で押しこめられたように深く陥没しているもの。

B型：おもに腹縁が2葉以上の葉片に遊離しているも

の。これをさらに細分して’

B,型：腹縁から後端にかけて葉片状に遊離してい

るもの。

B2型：腹縁の一部が腹縁に沿ってふくらみ腹縁に

沿って細長く開口したもの。

B3型：後端の葉片が球状の空洞を形成するもの。

c型：内層の分布域の一部が隆起して稜を形成するも

の。

D型：内層の分布域の一部が隆起して瘤状をなすもの。

E型：殼頂下の内層にさざ波状の小じわがみとめられ

るもの。

F型：殼頂下の内層に竹箒の先のような末ひろがりの

放射状条線がみとめられるもの。

G型：貝殻の内面に吹き出もの様の穎粒がみとめられ

るもの。

H型：生長線にそって溝ができ，殼頂一殼腹方向に大

きく波うっている。

上記の各型は，表，に示すように， ，標本で2～4

型にわたる変形をもつものもあるが，各型の標本数お

よび百分率はつぎのようである。

A型47標本522％

B型31標本34．4％

まえがき

軟体動物の殼体は，その個体の生理の1過程として形

成されるものである。したがってその殼体の示す形態

や貝殻構造は，その個体の生体時の生理を大なり小な

り反映しているものと考えられる。 とすると，ある軟

体動物の殼体（現生，化石をとわず）から，逆にその

軟体動物の生体時の生理を読みとることができるはず

である。そのような観点から，筆者は今までの研究を

進めてきた（柴田， 1980, 1982, 1984, 1985；柴田．

福田， 1982）し，成田層古環境団体研究にも参加して

いる。

筆者は，成田層古環境団体研究の野外調査で得られ

た化石のうち， とくにナミガイに著しい殻体の異常形

成をみとめ，それらを検討した結果，いくつかの型に

分類することができた。ここにその成果を報告し，今

後の研究の基礎としたい。

試料の採集にあたっては，成田層古環境団体研究に

参加された方がたのご協力をえた。ここに厚くお礼申

しあげる。また，参考文献を多数複写提供していただ

いた福田芳生氏（千葉県衛生研究所）に厚くお礼申し

あげる。なお，本研究の一部に文部省科学研究灘（奨

励研究B)を使用させていただいた。ここに当局に対

し深謝する次第である。

試料と研究方法

本研究に使用した試料は，すべて千葉県印旛沼周辺

に分布する，いわゆる成田層(木下層および上岩橋層）

から採集されたものである。標本数は90, うち合弁の

もの28組56．右殼は44,左殼は46である（表l)。

今回の研究は，おもに肉眼観察によって行われた。

殼体の形成異常の分類

I)外表面の観察でみとめられる異常

a)外形全体が異常･…･H型

b)局部的にみとめられる異常…A型, B型

1I)内表面の観察でみとめられる異常

a) I-aに対応する異常……H型

*MatsutaroShibata:Classificationofabnormalshell formationfoundinfossilRz""gj"0"j“
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表1 各標本に認められる殼体の形成異常の型
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深い部分に対応する箇処には,直径2mmおよび直

径1mmの穎粒が相接して存在する(外表面の台形

をした陥没痕の上底の端)｡台形下底の端に対応す

る部分では，一見滑らかにみえるが，拡大してみ

ると順粒ができかかっている。

A2型(P1. 1,Fig.3)生長線をよぎり，斜めに，溝

状に陥没したもの。

典型例:P21

P21 :殼長9.81cm,殼高694cm,ふくらみ2.06cm

溝は殼頂と前縁のほぼ中間から始まり，直線的

に斜め後方に，腹縁後部にまで達する。この溝は，

さらに細かく観察すると， 3本の溝からなる。基

始部の溝は，殼頂に近い生長線に沿ったもので，

幅約0.2cm,生長線に沿って長さ2.5cmである。

次の溝は，基始部の溝の外側（腹側）に生じ，幅

約0.8cm,生長線に沿って長さ約3cmである。第

3の溝は，第2の溝に連続して，生長線を斜めに

よぎって腹縁に達する｡瀧の幅は約1.5cm,長さは

約35cmである。基始部の溝には，生長線に沿っ

た割れ目，第2の溝には，生長線をやや斜めによ

ぎる割れ目，第3の溝には生長線に沿った割れ目

と生長線と斜交する割れ目がそれぞれ観察される。

一方，内表面では，外表面の瀧に対応する部分は，

基底部の幅の広いゆるやかな隆起となっており，

表面が滑らかで割れ目はまったく観察されない。

この隆起は，前背縁直下1cmのあたりから始ま

り，幅約1cm,中央部で幅約1cm,幅縁部で幅約15

cmである。

A3型(P1. 1, Figs. 1, lb, 2, 2b) :殼長の一部が

比較的とがった障害物の先端によって圧迫され，

深い陥没痕を生じたようにみえるもの。典型例：

P20

P20 :腹縁のほぼ中央にあって， もっとも深く陥没

している箇処は，腹縁から約1cmのところにあ

る。最深部の深さは0.9cmである。陥没は， もっ

とも深く陥没している箇処の上部(殼頂側)約2cm

の箇処から始まり，頂点を殼頂方向にむけたほぼ

三角形(底辺長3.5cm,高さ1cm)の陥没を生じて

いる。この陥没には多数の割れ目が発達している。

ついで，底辺長約2cm,高さ約0.4cmの小さな亜

三角形の陥没，底辺長約3cm,高さ約1cmの三角

形の陥没が連続している。これらの陥没底を内表

面から観察すると，瘤状の大きな隆起となり，そ

の頂部付近には直径1.2mmていどの頴粒が2個

たがいに付着しているのが認められる。内表面か

らの高まりは約0.8cm,基底部の広がりは2.5

cm×15cmの亜だ円形を示す｡隆起部の表面はひ

じょうに滑らかである。

C型13標本14.4％

D型 2標本 2.2％

E型9標本10.0%

F型 3標本 3.3％

G型7標本 7.8％

H型6標本 6.7％

上に示したように，形成異常の大半はA型およびB

型で,D型およびF型はごくまれである。

つぎに, A型およびB型をそれぞれ3つの型に細分

すると，

A1型 37標本78.7%(全体からみると, 41.1%)

A2型 4標本 8.5%

A3型 6標本12.8%

計47標本

B,型 29標本935%(全体からみると, 32.2%)

B2型 1標本 3.2%

B3型 1標本 3.2%

計31標本

さらに,B,型29標本中，葉片状遊離のみとめられる

部位(前端のみ:at,腹縁のみ:Vt,腹縁から後端にか

けて:Vt-pt,後端のみ:pt)の出現頻度をみると，

at 2標本 6.9%

vt 5標本17.2%

vt-pt 7標本24.1%

pt l5標本51.7%

となり, ptとVt-ptをあわせると, 75.8%の高率とな

る。

変形の記載

以下，上述した各変形の典型例について記載する。

A型？貝殻外表面の一部に割れ目を生じ，陥没してい

るのがみとめられるが，内表面では逆に隆起となり，

割れ目はまったくみとめられず滑らかである。この

型を，さらに細分して,A1型,A2型およびA3型と

する。

A]型(P1. 1, Figs. 1, 1a, 2, 2a) :陥没痕の上限

および下限が生長線で限られている。A型に分類

される42標本中この型に分類されるものは35標本

（83.3％）を占める。典型例:P20

P20 :外表面中央よりやや後方に，生長線に沿って

台形(上底1.2cm,下底3cm,高さ1cm)の陥没痕

がある。陥没痕の縁はひじように鋭く，かつ直線

的で，陥没の深さは後端に近い部分で1mm,中央

に近い部分で4mmである。陥没痕内の生長線は，

陥没痕の左右の貝殻本体の生長線と明らかに連続

する。陥没痕の部分を内表面で観察すると，ちょ

うど套線湾入の部分に相当し，隆起している。し

かし，外表面にみられるような割れ目はまったく

存在せず滑らかである。外表面で陥没がもっとも
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B型：前端腹縁および後端が葉片状に遊離し，いろ

いろな形状を示すもの。この型をさらに細分して，

B,型, B2型およびB3型とする。

B!型(PllI, Figs.1, 1a) おもに腹縁から後端に

かけて，殼体が葉片状に遊離しているもの。

殼体が葉片状に遊離している部位は，先にふれ

たように, pt(後端のみ）が最高(517%),つい

でvt-pt(腹縁から後端にかけて) (24.1%),vt(腹

縁のみ) (17.2%), at (前端のみ) (6.9%)であ

る。典型例P18

P18:外表面からの観察では，周縁部の遊離はわか

らない。内表面を観察すると，後端において1枚

の葉片が遊離しているのがみとめられる。この葉

片は，後端から約1cm内側で遊離し始め，約1cm

生長している。遊離生長した葉片と殼体との間隔

は最大約06cmである。この葉片の後端と腹縁の

境界には，斜めに走る稜がみとめられる。稜の長

さは23cm,高さは0.3cmである。後方から観察

すると，殼体の主部はさらに2葉に遊離しており

その間隔は0.2cmである。したがって，後端は，

大きく遊離した葉片を含めると3葉に遊離してい

ることになる。

B2型(P1.11, Figs.2, 2a, 2b) :腹縁の一部が，腹

縁に沿ってふくらみ，その先端が細長く腹縁に沿

って開口したもの。典型例:P88 (8108208)

P88(8108208) :殼長10.0cm,殼高6.7cm,ふくらみ

l.8cm

腹縁の中央から前端にかけて約5.5cmにわた

り腹縁に沿って細長く開口する｡開口のl隅は約0.3

cm｡2～3葉に遊離している。遊離は，腹縁から奥

行1.1～l.3cmのところから始まり，腹縁付近で

急にふくらみを増し，最大1cmのふくらみを示

す。

B3型(Pl.1,Figs.1,2 ;Pl.11,Figs.3a,3b) :

後端の一部が遊離し球状の空洞を形成するもの。

典型例:P20

P20 :後端においてみとめられる。外表面にはふく

らみを示さず，内表面にのみ突出している。殻頂

一殻腹方向に底辺をもち，内表面に突出した亜三

角形の袋状を示す。底辺の長さは約1.cm,高さ約

0.5cmである。これを内表面から観察すると，直

径8mmの丸い真珠状の隆起を示す｡隆起部の表面

は滑らかである。球状空洞の内側には，願粒状の

微小な突起物が多数みとめられる。この球状空洞

の凹所には，採集時には化石を含む地層と同質の

粗粒砂ｶﾞ充満していた。

C型(P1.11, Fig.4) :内層の一部に稜がみとめられる

もの。典型例P2

P2 ;殻長14.3cm,殼高87cm,ふくらみ3.52cm・

内表面を観察すると，内屑は厚く発達している。

稜は，殻頂直下に一つと，内表面中央に一点で交

わる3本の稜がみとめられる。殼頂直下の稜は，

後背縁に沿って長さ約5cm,高さ1cmで，腹側に

横倒しになっており，頂部は内表而から約0.5cm

の間隔を保っている。この稜の頂部には，小願粒

が連続しているのがみとめられる。一方，内表面

中央の3本の稜は，内表面に対してほぼ直立し，

会合点から前方に3.2cm,後方に2cm,腹側へ1.2

cmの長さを有する。前後に延びる稜の高さは

0.45cm,腹側へ延びる稜の高さは0.15cmである。

また，前後に延びる稜の頂部には，小頼粒が少し

みとめられる。

D型(P1.1V, Figs. 1, 1a) :内表面の一部に瘤状隆起

がみとめられるもの。典型例:P1

P1 :殻長14.5cm,殼高9.0cm,ふくらみ3.22cm・

かなり大型で頑丈である。外表面においては，

生長輪肋の発達良好で，陥没痕，破損痕などの異

常はみとめられない。内表面においては，内層の

発達良好である。殼頂と後筋痕のほぼ中間に，幅

lcm,長さ1.5cm,高さ0.5cmの瘤状隆起がみとめ

られる。瘤状隆起の表面には，幅0.13mmの細い

条線が殼頂一殻腹後部方向に多数みとめられる。

この瘤状隆起をとり囲んでさざ波状の小じわ(E

型）が著しくみとめられる。

E型(P1.111, Figs. 1, 1a) 殻頂下の内表面に， さざ

波のような模様がみとめられるもの。典型例:P24

P24 :さざ波状の小じわは，内表面の殼頂直下から

放射状に，内屑の分布域の大半をおおう。さざ波

状小じわの表面には幅0.13mmの細い条線が小じ

わの分布の方向すなわち放射状にみとめられる。

F型(Pl.III, Figs.2, 2a) :殼頂下の内表面にみとめ

られる竹箒の先のような放射状条線。典型例P23

P23:竹箒の先のような放射状条線は，内表面の殼

頂直下から後端に向かって分布し，この部分は内

表面からやや隆起している｡放射状条線は,幅0.12

mmていどの薄板で構成されており，それぞれの

薄板は，内表面に対しほぼ90.で直立している。薄

板の発達は，前方ではよくない。

G型(P1.1V, Figs.2, 2a) :内表面の一部に多数の蛎

粒がつみ重なり，吹出物様を呈するもの。典型例：

P3

P3 :前背縁の内側に沿って, 10個ほどの頴粒がみと

められる。後背縁に近い後端には, 2cm×1cmの

範囲に多数の蛎粒が集合して隆起している。この

隆起部の頼粒内部には空洞がみとめられる。

H型(P1.1V, Fig.3) :外表面は，生長線に沿って広い
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結語

今回は，ナミガイ化石にみとめられた殼体の形成異

常を8つの型に分類し記載した。今後は， これら各型

の成因を追求することである。そのためには， まず各

型の貝殻断面の薄片を作成し，顕微鏡下で観察する。

その上で今回の肉眼的観察をあわせて総合的に成因を

考察する必要がある。
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幅の溝を生じ殼頂一殼腹方向に大きく波うっている。

典型例P24

P24 :殼長11.58cm,殼高7.80cm,ふくらみ2.32

CIno

前背縁は短く，急傾斜して前端につらなる。外

表面の変形が著しい。すなわち，全体的にみて前

端および後端が著しくはね上り，中央部がたるん

でいるようにみえる｡殼頂から殼腹側へ約1/3のと

ころで，中央から後方にかけて，生長線に沿って

広い幅の溝を生じている。また，その溝の外側(殼

腹側)に，殼頂から殼腹側へ約2/3のところで，ふ

たたび生長線に沿って，前背縁から後背縁にかけ

て，幅広い溝を生じている。一部には小さな破損

の跡もみとめられる。

外表面の溝は，内表面においては生長線に沿っ

た幅広い隆起帯となっており，破損の跡もみとめ

られず，滑らかである。内層は比較的よく発達し

ており，内層の分布域には， さざ波状の小じわが

変形アサリ （1），化石研究会会誌， 15： 1-10。発達している。

-19-



長いさけ目が観察される。

第3a図この図はB3型を示す｡ナミガイ(標本番号：

P20)の後面観。殻体の後端は球形に開口してい

る。

第3b図P20の後端の内面観。

第4図この図はC型を示す。ナミガイ（標本番号：

P2)の内面観。 3分岐した稜力苛内層の分布域の

中央に形成されている。腹縁はいくらか葉片状

に遊離している。

図版ⅡI

第1図ナミガイ（標本番号P24)の内面観。さざ波

状の小じわが殼頂の下に見られる。

第1a図この図はE型を示す｡第1図のさざ波状の小

じわの拡大図である。左は前方を上は背側を示

す。

第2図ナミガイ（標本番号P23)の内面観。竹箒の

先のような細い放射条線が殼頂の下に見られる。

第2a図この図はF型を示す｡第2図の竹籍の先のよ

うな細い放射条線の一部の拡大図である。左は

前方を，上は背側を示す。

図版1V

第1図ナミガイ(標本番号:P1)の内面観。瘤が殼

頂下のやや後方にみとめられる。

第1a図この図はD型を示す｡第1図の瘤の拡大図で

ある。ひじように細い条線が瘤の表面にみとめ

られる。

第2図ナミガイ（標本番号;P3)の内面観。吹き出

もの様の順粒が背縁と後縁のぶつかる角でみと

められる。

第2a図この図はG型を示す｡第2図の吹き出もの様

頼粒の拡大図である。

第3図ナミガイ （標本番号：24）の外面観。この図

はH型を示す。生長線に沿った幅広い溝の外側

は急速にふくらむ。

図版I

すべての図版の各図の下または脇にある線分は，そ

れぞれ1cmを示す。

第1図殼体の異常形成の3つの型(A]型,A3型およ

IKB3型)をもったナミガイの外面観｡矩形aは

A1型を,矩形bはA3型を，そして矢印はB3型

の位置を示す。標本番号:P20

第1a図この図はA,型を示す。第1図の矩形aの拡

大図である。台形の区域は，殻の外表面に多少

陥没している。

第1b図この図はA3型を示す。第1図の矩形bの拡

大図である。狭くて深い陥没が腹縁近くにある。

第2図ナミガイ （第1図）の内面観。矩形aは第1

図の矩形aに対応し，矩形bは第1図の矩形b

に対応する。そして，矢印は第1図の矢印に対

応する。

第2a図套線湾入近くのふくらみは第1図および第1

a図の台形をした陥没域に対応する。第2図の

矩形aの拡大図である。

第2b図ふくらみは，腹縁近くの狭い陥没（第1b図）

に対応する。第2図の矩形bの拡大図である。

第3図この図はA2型を示している。 |隔広い溝が生

長線を斜めによぎっている。標本番号P21

図版II

第1図ナミガイ（標本番号:P18)の内面観。殻体の

後端は2ないし3枚の葉片に遊離している。

第1a図同一標本（第1図）の後面観。

第2図ナミガイ（標本番号:P88あるいは8108208)

の内面観。この図はB2型を示す｡腹縁は腹縁に

沿ってふくらんでおり，狭くて長いさけ目があ

いている。

第2a図腹面観。腹縁に沿ったふくらみの長いさけ

目。第2図の矩形aの拡大図である。

第2b図第2a図と少し異なった角度からの腹面観。

2ないし3枚の葉片と腹縁に沿ったふくらみの

-20-
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